
歳入
179億
4,000万円

▶公共交通運営事業　１億870万円
　自主運行バスの運行や路線バスの運行補助
▶新エネ・省エネ機器導入促進補助金　1,200万円
　新エネルギー・省エネルギー機器設置費の補助
▶住宅取得補助金　3,300万円
　新たに住宅を取得した人に補助金を交付
▶世代間同居住宅取得補助金　1,100万円
　親などと同居するため新たに住宅を取得した人に

補助金を交付
▶住宅リフォーム補助金　1,250万円
　住宅の省エネ、バリアフリー、長寿命化費用を補助

★直虎応援プロジェクト事業　191万円
　大河ドラマ「おんな城主直虎」の主人公にゆかりの

ある新野左馬助の顕彰とＰＲ費用
★浜岡中学校整備事業　3,222万円
　中学校建て替えのための基本設計費用
★小学校トイレ洋式化事業　300万円
▶教職員用パソコン購入　1,890万円
　デジタル教科書を活用した授業をするために購入
▶学習支援員、しおかぜ先生、専門指導員の配置　4,475万円
 児童生徒の学習意欲（学力）向上のため職員を配置

　平成28年度の市の予算がまとまりました。一般会計歳
入歳出予算額は、前年度より4.9％増の179億4,000万円。
この財源がまちづくりに生かされます。予算書の中から、
概要と本年度取り組む主な事業をお知らせします。

照会　財政課　
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第2次総合計画がスタート
　　　　　　新たなる高みへ

分・負担金
１億3,697万円
0.8％使用料・手数料

２億2,467万円
1.3％

繰入金
31億621万円
17.3％

譲与・交付金など
10億1,800万円
5.7％

地方交付税
８億円
4.5％

国庫支出金
27億6,814万円
15.4％

県支出金
８億5,231万円
4.8％

依存財源
58億6,865万円
32.7％

その他
10億1,249万円
5.6％

市税
75億9,101万円
42.3％

市債
４億3,020万円
2.4％

◎一般会計歳入

★家庭医療センター（仮称）建設　２億1,120万円
　家庭医の診療・医師の研修ができる施設を建設
★オフサイトセンター改修　１億3,950万円
　建物を改修し福祉部門の相談窓口と健診施設を整備
▶消防庁舎建設事業　10億392万円
　現在建設中の新消防署の整備費用
▶市道整備事業　４億8,360万円
　市道217、224・226号線、佐倉東西線改良

舗装工事など
▶街路整備事業　１億9,956万円
　東町東海岸線、本町幹線改良など

予算概要

整　備教　育

暮らし

市民１人当たりの
予算はどのくらい？

（★は新規事業）

市民 1人当たりの予算

53万 5,714円
（平成 28年３月末日の人口 33,488人で計算）

　歳出では、家庭医療センター建設な
どで病院事業会計への出資金・補助金
が増加しました。そのため、目的別歳
出では衛生費が前年度より６億9,817
万円増の34億1,557万円となり、性質
別歳出では補助費などが４億7,324万
円増の35億3,453万円となりました。
　歳入のうち市税は、固定資産税の
減収などを見込み、前年度より１億
5,965万円の減額となる75億9,101
万円。一方で、繰入金は、前年度よ
り６億7,588万円増の31億621万円。
市債は、前年度より１億5,420万円増
の４億3,020万円となりました。税収
減が見込まれますが、基金の活用に
よって必要な財源を確保しました。

自主財源
120億7,135万円
67.3％

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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